
学校保健安全法に係る主な感染症の種類及び出席停止期間 

感染症 症 状 出席停止期間 

インフルエンザ 

 

・発熱  ・悪寒   ・倦怠感 

・頭痛   ・関節痛  ・鼻水 等 

発症した後五日を経過し，かつ，解熱した

後二日を経過するまで 

新型コロナ 

ウイルス感染症 

・発熱  ・咽頭痛（違和感）  

・吐き気  ・咳  ・頭痛 等 

発症した後五日を経過し、かつ、症状が軽

快した後一日を経過するまで 

(無症状の感染者の出席停止の期間の取扱につ

いては，検体を採取した日から五日を経過する

までを基準とすること) 

百日咳 

 

・たて続けに咳き込む 

・息を吸うときに，ヒュー音がする 

特有の咳が消失するまで又は五日間の適

切な抗菌薬療法が終了するまで 

麻しん （はしか） ・発熱  ・鼻水 ・発疹  ・目の充血 解熱した後三日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 

・頬，耳下腺の腫れ    ・悪寒  

・頭痛   ・発熱 

耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現

した後五日を経過し，かつ全身状態が良

好になるまで 

風しん  

（三日はしか） 

・発熱    ・赤くて小さい発疹 すべての発しんが消失するまで 

水痘  

（みずぼうそう） 

・発疹     ・水疱 

・かゆみ    ・疼痛（痛み） 

すべての発しんが痂皮化するまで 

  （かさぶたになるまで） 

咽頭結膜熱 

（プ－ル熱） 

・発熱   ・咽頭痛（のどの痛み） 

・結膜充血 

主要症状が消退した後二日を経過するま

で 

結核 ・咳   ・微熱  ・倦怠感  

 

 

 

 

 

 

症状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めるまで 

 

髄膜炎菌性髄膜炎 ・発熱  ・頭痛  ・おう吐 ） 

腸管出血性大腸菌

感染症（o-157他） 

・水様性下痢・腹痛 ・血便 

流行性角結膜炎 

（はやり目） 

・結膜充血     ・めやに       

・まぶたの腫れ   ・涙 

感染性胃腸炎                 ・おう吐    ・下痢 

マイコプラズマ 

感染症 

・しつこい咳 ・発熱 ・頭痛 

手足口病                         ・口腔内，手足の水疱性湿疹   

溶連菌感染症 ・発熱       ・のどの痛み                   

・イチゴ舌   ・体，手足の発疹 

伝染性紅斑 

（りんご病）   

・風邪症状   ・両頬に紅斑                 

・太もも，腕に赤いまだらもよう 

ヘルパンギ－ナ ・のどの奥に小さな水ぶくれ  

･痛み ・高熱  

 

＊学校保健安全法 第１９条 

 校長は，感染症にかかっており，かかっている疑いがあり，又はかかるおそれのある児童生徒等があるときは，

政令で定めるところにより，出席を停止させることができる。 

 


